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先
日
の
全

英
女
子
プ
ロ

で
優
勝
し
た

渋
野
日
向
子

プ
ロ
の
笑
顔

と
彼
女
の
振

る
舞
い
に
は

マ
イ
ッ
タ
。
笑
顔
で
自
ら

だ
け
で
な
く
周
囲
を
巻
き

込
み
、
結
果
を
導
き
出

す
。
腰
を
痛
め
て
ゴ
ル
フ

か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た

が
、
ま
た
や
っ
て
み
た
い

な
あ
と
思
わ
せ
ら
れ
た
▼

気
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
最
終
日
の
放
送
で
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
が
興
奮
気
味

に
「
ゾ
ー
ン
に
入
っ
て
い

ま
す
」
と
口
走
っ
た
。

「
ゾ
ー
ン
に
入
る
」
と
い

う
フ
レ
ー
ズ
は
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
漫
画
�
黒
子
の
バ
ス

ケ
�
が
初
出
で
は
な
い
か

と
思
う
。
作
業
に
お
い
て

極
限
的
に
全
神
経
が
集
中

し
て
い
る
状
態
を
云
う
の

だ
が
、
最
近
た
ま
に
耳
に

す
る
。
今
回
の
場
合
、
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
口
か
ら
出

て
い
る
の
だ
か
ら
、
世
に

か
な
り
普
及
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
▼
と
こ
ろ

で
、
一
般
的
な
ビ
ジ
ネ
ス

で「
ゾ
ー
ン
に
入
る
」こ
と

が
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。

周
り
の
環
境
も
目
に
入
れ

ず
に
仕
事
を
進
め
て
も
、

結
果
が
伴
わ
な
け
れ
ば
周

囲
は
「
ゾ
ー
ン
に
入
っ

た
」
と
は
言
わ
な
い
し
、

そ
も
そ
も
「
ゾ
ー
ン
」
な

ん
か
簡
単
に
入
れ
る
も
の

で
は
な
い
▼
わ
れ
わ
れ
と

し
て
は
、
渋
野
プ
ロ
を
見

習
い
、
笑
顔
で
周
囲
と
良

好
な
関
係
を
保
つ
こ
と
が

第
一
歩
か
。
そ
れ
で
さ
え

難
し
い
時
も
あ
る
が
。

防 災 食

……………………
きょうの主な内容

��～�� 防災食特集

賞味期限延長とロー
リングストック啓発
進むも消費は鈍い。
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知
財
ト
レ
ン
ド

知
財
ト
レ
ン
ド 

最
前
線

最
前
線

知
財
ト
レ
ン
ド 

最
前
線

第
３
回

意
匠

法
改
正
へ
の
対
策
と
出
願

２
０
２
０
年
春
に
予
定
さ

れ
る
意
匠
法
改
正
で
は
、

「
保
護
対
象
の
拡
充
」
や

「
関
連
意
匠
制
度
の
出
願
可

能
期
間
の
延
長
」
「
関
連
意

匠
に
の
み
類
似
す
る
意
匠
の

登
録
」
が
認
め
ら
れ
る
ほ

か
、
「
意
匠
権
の
存
続
期
間

の
変
更
」
が
な
さ
れ
る
な
ど

大
き
な
変
化
を
含
む
。
本
連

載
で
は
食
品
業
界
で
も
期
待

が
高
い「
保
護
対
象
の
拡
充
」

の
具
体
的
な
内
容
や
活
用
方

法
、
注
意
点
な
ど
を
ユ
ニ
ア

ス
国
際
特
許
事
務
所
の
石
川

克
司
弁
理
士
に
聞
い
た
。

�
�
意
匠
権
の
「
保
護
対

象
の
拡
充
」
で
は
ど
の
よ
う

な
権
利
が
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
か
。

石
川

こ
れ
ま
で
店
舗
外

観
・
内
装
な
ど
の
建
築
物
は

意
匠
権
の
保
護
対
象
で
は
な

か
っ
た
が
、
外
観
・
内
観
の

デ
ザ
イ
ン
を
は
じ
め
、
壁
に

投
影
さ
れ
た
時
計
な
ど
の
物

品
に
記
録
さ
れ
な
い
画
像
に

つ
い
て
も
権
利
化
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
改
正
に
至
っ
た

契
機
の
一
つ
に
、
２
０
１
６

年
に
コ
メ
ダ
珈
琲
の
外
観
が

模
倣
さ
れ
た
件
が
あ
る
。
そ

の
際
は
不
正
競
争
防
止
法
が

適
用
さ
れ
た
が
、
不
正
競
争

防
止
法
の
保
護
対
象
は
形
状

や
形
自
体
が
す
で
に
有
名
な

も
の
に
限
ら

れ
る
た
め
、

周
知
性
が
な

け
れ
ば
保
護

の
対
象
に
な

ら
な
い
点
な
ど
が
業
界
内
で

も
問
題
視
さ
れ
た
。

�
�
意
匠
権
に
よ
る
外
観

や
内
装
の
保
護
は
企
業
の
プ

ラ
ス
に
働
き
ま
す
か
？

石
川

保
護
す
る
対
象
が

増
え
る
た
め
プ
ラ
ス
に
つ
な

が
る
の
で
は
。
不
正
競
争
防

止
法
の
場
合
、
実
際
に
権
利

を
守
れ
た
例
は
少
な
い
。
こ

の
た
め
、
模
倣
防
止
策
と
し

て
企
業
か
ら
の
期
待
も
大
き

い
改
正
点
と
い
え
る
。

�
�
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す

か
。石

川

例
え
ば
、
外
食
産

業
の
場
合
、
店
舗
外
観
や
内

装
は
消
費
者
が
店
の
特
定
や

識
別
を
す
る
上
で
重
要
な
要

素
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
企
業
が
行
う
「
差
別

化
」
を
保
護
す
る
方
法
が
な

か
っ
た
。
今
回
の
意
匠
法
の

改
正
に
よ
り
差
別
化
の
ポ
イ

ン
ト
が
希
釈
し
、
類
似
し
た

外
観
・
内
装

が
市
場
に
溢

れ
る
と
い
っ

た
課
題
に
対

す
る
改
善
が

期

待

で

き

る
。�

�
意
匠

権
の
強
み
と

は
。

石
川

意
匠
権
は
図
面
に

記
載
さ
れ
た
意
匠
が
権
利
で

あ
り
権
利
の
内
容
が
明
確
な

こ
と
に
加
え
、
権
利
化
ま
で

の
期
間
が
約
６
か
月
と
早
く

模
倣
品
対
策
に
非
常
に
有
効

な
権
利
だ
。
ま
た
、
他
社
が

権
利
侵
害
し
た
場
合
は
警
告

や
権
利
行
使
が
し
や
す
い
点

も
強
み
と
い
え
る
。
こ
の
ほ

か
、
特
許
庁
の
審
査
官
が
審

査
を
行
う
こ
と
か
ら
、
認
め

ら
れ
る
こ
と
で
他
社
の
権
利

を
侵
害
し
て
い
な
い
と
判
断

で
き
、
安
心
し
て
ビ
ジ
ネ
ス

に
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

�
�
出
願
を
行
う
上
で
注

意
す
べ
き
点
は
。

石
川

意
匠
権
は
新
規
性

が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
既
存

で
す
で
に
公
開
さ
れ
て
い
る

も
の
は
権
利
化
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
ま
た
、
創
作
容

易
性
が
要
件
と
な
り
、
単
に

知
ら
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
組
み

合
わ
せ
な
ど
簡
単
に
創
作
で

き
る
意
匠
に
つ
い
て
も
権
利

化
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
点

を
踏
ま
え
た
上
で
出
願
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

�
�
「
保
護
対
象
の
拡

充
」
は
新
業
態
な
ど
で
生
き

る
権
利
と
い
え
ま
す
ね
。

石
川

既
存
業
態
で
意
匠

権
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
新
業
態
を
開
発
し

た
際
に
店
舗
の
外
観
や
内
装

を
出
願
し
て
お
く
こ
と
で
自

社
の
独
自
性
を
守
り
、
差
別

化
を
打
ち
出
す
た
め
に
有
効

な
権
利
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
意
匠

が
取
得
で
き
な
い
場
合
は
立

体
商
標
で
権
利
化
す
る
方
法

も
あ
る
。
第
４
回
で
は
新
商

標
や
立
体
商
標
の
説
明
や
活

用
方
法
に
加
え
、
意
匠
と
ミ

ッ
ク
ス
す
る
こ
と
で
強
い
権

利
に
つ
な
が
る
例
に
つ
い
て

も
お
伝
え
し
た
い
。

次
回
、
「
商
標
制
度
の
フ

ル
活
用
と
意
匠
権
と
の
連

携
」
は
９
月
９
日
に
掲
載
。

今
後
３０
年
以
内
に
７
割
の
確

率
で
首
都
直
下
地
震
が
発
生
す

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
個
人
や

自
治
体
、
企
業
も
「
防
災
力
」

が
問
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の

危
機
意
識
は
薄
い
。
人
命
救
助

の
リ
ミ
ッ
ト
で
あ
る
３
日
間

（
７２
時
間
）
は
救
援
体
制
が
人

命
救
助
を
優
先
す
る
た
め
、
そ

の
期
間
を
乗
り
切
る
た
め
に
個

人
の
備
蓄
量
は
最
低
限
「
３
日

分
×
家
族
の
人
数
」
が
必
要
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は

で
き
て
い
な
い
。

地
震
や
台
風
な
ど
自
然
災
害

が
起
こ
る
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
防
災
食
需
要
は
一
気
に
増
え

る
が
、
年
間
を
通
し
て
み
る
と

需
要
は
少
な
く
、
「
喉
元
過
ぎ

れ
ば
熱
さ
忘
れ
る
」

の
こ
と
わ
ざ
通
り
、

時
間
が
経
つ
に
つ
れ

て
防
災
意
識
は
薄
れ

て
い
る
の
が
実
態
だ
。

「
防
災
食
」
は
、
「
非
常

食
」
「
災
害
食
」
「
備
蓄
食
」

と
も
言
わ
れ
、
そ
の
定
義
は
は

っ
き
り
し
な
い
が
、
そ
の
捉
え

方
も
ま
ち
ま
ち
。
缶
詰
や
レ
ト

ル
ト
食
品
、
米
飯
類
、
パ
ン
、

デ
ザ
ー
ト
、
菓
子
、
飲
料
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
加
工
食
品
が
出
回

っ
て
い
る
が
、
企
業
や
学
校
、

病
院
な
ど
法
人
向
け
の
備
蓄
商

品
は
、
主
に
防
災
食
専
門
会
社

が
味
と
賞
味
期
限
の
長
さ
を
売

り
に
し
て
開
発
し
て
お
り
、
主

に
防
災
系
卸
を
通
じ
て
販
売
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
賞
味
期
限
が
切
れ

る
年
に
需
要
が
伸
び

る
。一

方
、
個
人
向
け

の
防
災
食
は
、
日
常

の
中
に
食
料
備
蓄
を

取
り
込
む
と
い
う
考

え
方
。
普
段
か
ら
少

し
多
め
に
食
材
、
加

工
品
な
ど
を
買
っ
て

お
き
、
使
っ
た
ら
使

っ
た
分
だ
け
新
し
く

買
い
足
し
て
い
く
も

の
で
、
常
に
一
定
量

の
食
料
を
家
に
備
蓄

し
て
お
く
の
で
ロ
ー

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
と

い
う
。

こ
の
方
法
を
推
奨

し
て
い
る
の
が
主
に

大
手
の
加
工
食
品
メ

ー
カ
ー
で
、
あ
え
て
防
災
食
と

決
め
ず
、
普
段
の
商
品
を
ロ
ー

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
し
な
が
ら
災

害
に
備
え
る
方
法
。
食
品
を
一

定
量
に
保
ち
な
が
ら
、
消
費
と

購
入
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
備

蓄
品
の
鮮
度
を
保
ち
、
い
ざ
と

い
う
時
に
も
日
常
生
活
に
近
い

食
生
活
が
お
く
れ
る
こ
と
を
提

唱
し
て
い
る
。

だ
が
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

の
認
知
度
は
低
く
、
実
践
し
て

い
る
家
庭
は
全
体
の
２
割
と
い

う
調
査
も
あ
り
、
業
界
の
啓
発

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

９
月
１
日
の
「
防
災
の
日
」
を
契
機
に
全
国
で
防
災
訓
練
や
防
災
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ス

ー
パ
ー
で
も
防
災
コ
ー
ナ
ー
が
開
設
さ
れ
、
食
品
メ
ー
カ
ー
も
防
災
に
焦
点
を
当
て
た
開
発
製
品
や
防
災

セ
ッ
ト
な
ど
を
発
表
。
展
示
会
で
も
防
災
コ
ー
ナ
ー
が
開
設
さ
れ
、
中
に
は
冷
蔵
庫
に
残
っ
た
食
材
を
使

っ
た
防
災
メ
ニ
ュ
ー
提
案
も
行
わ
れ
て
い
る
。

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
が
千
葉
県

野
田
市
の
野
田
本
社
社
屋
北

側
に
建
設
し
て
い
た
キ
ッ
コ

ー
マ
ン
中
央
研
究
所
が
竣
工

し
た
。
同
社
は
１０
月
か
ら
新

た
な
研
究
開
発
拠
点
の
中
央

研
究
所
を
稼
働
す
る
。

堀
切
功
章
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は

８
月
２９
日
、
竣
工
式
に
合
わ

せ
て
記
者
会
見
し
、
「
『
食

と
健
康
』
の
分
野
で
基
礎
か

ら
応
用
に
わ
た
る
研
究
開
発

の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
化

し
、
独
創
的
な
新
技
術
開
発

や
新
製
品
開
発
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
し
た
。

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
グ
ル
ー
プ

の
研
究
開
発
部
門
は
、
会
社

設
立
以
前
の
１
９
０
４
年
に

設
立
さ
れ
た
野
田
醤
油
醸
造

組
合
醸
造
試
験
所
を
母
体
と

す
る
。
将
来
の
製
品
開
発
の

軸
と
な
る
基
礎
研
究
か
ら
商

品
の
開
発
研
究
ま
で
、
国
内

外
の
研
究
機
関
と
の
連
携
を

図
り
つ
つ
活
動
し
て
き
た

が
、
さ
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
研

究
・
開
発
力
の
強
化
を
目
指

し
、
新
た
な
研
究
開
発
拠
点

を
建
設
し
た
。

中
央
研
究
所
で
は
、
新
た

な
領
域
へ
の
挑
戦
と
し
て
、

基
礎
・
基
盤
研
究
の
強
化
・

集
中
を
行
う
環
境
を
整
え
る

一
方
、
既
存
事
業
の
商
品
開

発
力
の
強
化
を
目
指
し
、
差

異
化
技
術
を
蓄
積
す
る
た
め

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
設

備
を
新
設
し
た
。

メ
イ
ン
棟
で
の
免
震
構
造

の
採
用
な
ど
の
安
全
面
の
強

化
、
自
然
採
用
や
自
然
喚

起
、
雨
水
の
利
用
や
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
機
器
の
採
用
な
ど
の

環
境
へ
の
配
慮
に
も
取
り
組

ん
だ
。

中
央
研
究
所
の
住
所
は
千

葉
県
野
田
市
野
田
３
３
８
。

敷
地
面
積
約
１
万
６
千
９
６

０
�
、
建
築
面
積
６
千
９
６

２
�
、
延
床
面
積
１
万
３
５

０
�
。
建
物
は
鉄
骨
造
り
、

地
上
２
階
建
て
で
、
メ
イ
ン

棟
と
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト

棟
で
構
成
す
る
。
総
工
費
は

約
７０
億
円
。

メ
イ
ン
棟
１
階
に
は
実
験

室
を
集
約
し
、
機
能
別
に
配

置
。
メ
イ
ン
棟
２
階
に
は
オ

フ
ィ
ス
、
会
議
室
、
カ
フ
ェ

な
ど
を
開
放
的
な
ワ
ン
ル
ー

ム
に
配
置
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
も
可
能
な
交
流

の
場
と
な
る
「
大
階
段
」
も

特
徴
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
棟
に
は

差
異
化
技
術
を
蓄
積
す
る
た

め
の
設
備
を
備
え
る
。

堀
切
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
の
テ
ー

マ
「
新
し
い
価
値
創
造
へ
の

挑
戦
」
に
言
及
し
、
「
そ
の

核
と
な
る
の
が
中
央
研
究

所
」
と
指
摘
。
中
核
と
な
る

醤
油
事
業
の
可
能
性
を
さ
ら

に
広
げ
る
一
方
、
新
し
い
食

品
加
工
技
術
を
生
か
し
た
新

し
い
加
工
食
品
の
開
発
、
発

酵
・
醸
造
技
術
を
生
か
し
た

新
し
い
分
野
へ
の
挑
戦
に
も

力
を
注
ぐ
考
え
を
明
ら
か
に

し
た
。

九
州
北
部
（
特
に
福
岡
・

佐
賀
・
長
崎
）
で
は
８
月
２７

日
未
明
か
ら
断
続
的
に
大
雨

が
続
い
て
い
る
が
、
現
状
、

食
品
企
業
に
大
き
な
被
害
は

出
て
い
な
い
模
様
だ
。

佐
賀
エ
リ
ア
で
２８
日
に
食

品
工
場
（
竹
下
製
菓
）
が
操

業
を
中
止
、
共
配
セ
ン
タ
ー

（
ヤ
マ
エ
久
野
）
が
冠
水
の

影
響
を
受
け
て
配
送
を
一
部

見
送
る
な
ど
の
影
響
が
出
た

も
の
の
、
２９
日
に
は
雨
が
小

康
状
態
と
な
り
、
高
速
道
路

の
通
行
止
め
も
解
除
さ
れ
た

こ
と
で
物
流
面
で
の
支
障
も

ほ
ぼ
解
消
さ
れ
、
お
お
む
ね

通
常
業
務
に
戻
っ
て
い
る
。

た
だ
、
週
明
け
以
降
も
降

雨
が
続
く
見
通
し
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
同
エ
リ
ア
の
食

品
企
業
で
は
今
後
の
状
況
を

勘
案
し
な
が
ら
物
流
や
生
産

稼
働
の
調
整
を
ど
う
す
べ
き

か
、
警
戒
を
緩
め
ず
事
に
当

た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必

要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

中央研究所（外観）
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堀
切
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
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家
庭

で
は

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

法 人
向けは賞味期限が
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焦焦
点点

中央研究所が竣工
新技術・新製品開発を強化 キ

ッ
コ
ー
マ
ン

通
常
業
務
に
回
復
も

今
後
の
対
応
に
苦
慮

九
州
大
雨

来
年
春
に
意
匠
法
改
正
へ

店
舗
外
観
・
内
装
が
保
護
対
象
に

ユニアス国際特許事務所

弁理士

石川 克司氏
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